
B.プログラムの画面に従った操作説明
　前項の用語説明をご理解いただいたうえ、メニューの上から順に実行して下さい。

メニュー画面 実行後の初期画面

【ボタン】 頁
 ①基礎データ登録 「基礎データ登録メニュー」を実行します
 ②比較 「一対比較」を実行します 10
 ③評価計算 「評価計算」を実行します 13
 ④個人結果 「個人結果」を実行します 14
 ⑤分析出力 「分析出力」を実行します 15
 ⑥報告作成 「報告作成」を実行します 16
 ⑦最終結果 「最終結果」を実行します 17
 ⑧終了 プログラムを終了します
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基礎データー登録メニュー画面
頁

【ボタン】
①課題登録     「課題登録」を実行します 3
②課題構成登録　　「課題構成登録」を実行します 4
③評価者登録     「評価者登録」を実行します 5
④課題評価者     「課題評価者登録」を実行します 6
⑤要因登録     「要因登録」を実行します 7
⑥要因構成登録    「要因構成登録」実行します 8
⑦終了 　　初期画面に戻ります
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課題登録

＜機能概要＞
課題をデーターベースに登録します

【ボタン】
 ①登録 課題を登録します
 ②変更 課題項目の設定内容を変更します
 ③表示 課題項目の設定内容を表示します
 ④終了 課題登録を終了します

＜項目＞
 ①要因番号 一対比較の要因項目の要因番号を入力します
 ②要因区分 デフォルトは０で変更できません

 ③要因名 課題名を設定します
 ④要因内容 課題の説明やコメント等を入力します
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課題構成登録

＜機能概要＞
登録した課題の構成を設定します

【ボタン】
 ①登録 新規に課題項目を登録します
 ②変更 指定された課題項目の設定内容を変更します
 ③表示 指定された課題項目の設定内容を表示します

前に設定した内容を参照する場合に使います
 ④終了 課題登録を終了します

＜項目＞
 ①課題番号 表示中の課題要因一覧を参照して

該当します番号を入力します

 ②課題区分 他の類似した課題と区別します場合に入力します
 ③構成レベル 要因構成の階層レベル数を入力します
 ④最大分岐数 全階層の中で最大の要因数を入力します
 ⑤比較回数 何回目の実施かを入力します

＊注意＊ 複数の実行時には、この画面に戻ってこの数字を変更
してください

 ④課題名 課題番号に設定された要因番号の
要因名（課題名）を表示します

4



評価者登録

＜機能概要＞
 評価者となる人を入力します
 課題に関係なく全ての評価者になるべき人をを登録します

【ボタン】
 ①登録 設定された評価者を登録します
 ②変更 指定された評価者番号の設定内容を変更します
 ③表示 指定された番号の評価者を表示します
 ④終了 評価者登録を終了します

＜項目＞
 ①評価者番号 評価者の評価者番号を入力します
 ②評価者氏名 評価者の氏名を入力します
 ③所属部門 評価者の所属部門を入力します
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課題評価者登録

＜機能概要＞
 課題番号で選択された課題の評価者を設定します

【ボタン】
 ①登録 全評価者の中から選択された評価者を

当該課題の評価者として登録します
 ②追加 全評価者の中から選択された評価者を

当該課題の評価者として追加登録します
 ③削除 全評価者の中から選択された評価者を

当該課題の評価者から削除します
 ④終了 課題評価者登録を終了します

＜項目＞
 ①課題 対象とします課題を選択します。

選択された課題の評価者と全評価者を
表示します

 ②全評価者 登録されている全評価者を表示します
 ③当該課題の 選択された課題の評価者を表示します
    評価者
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要因登録

＜機能概要＞
 一対比較の要因項目を設定します

【ボタン】
 ①登録 要因項目を登録します
 ②変更 指定された要因項目の設定内容を変更します
 ③表示 指定された要因項目の設定内容を表示します
 ④終了 要因登録を終了します

＜項目＞
 ①要因番号 一対比較の要因項目の要因番号を入力します
 ②要因区分 デフォルトでは１を要因の場合に使います

１以外の番号も入力可能です
 ③要因名 要因項目名を設定します
 ④要因内容 要因の詳細、コメント等を入力します
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要因構成登録

＜機能概要＞
 選択された課題、要因（親）に紐づけられる要因（子）の構成
 を登録します

【ボタン】
 ①登録 要因（親）と要因（子）の構成を登録します
 ②終了 要因構成登録を終了します
 ③行削除 要因（子）の選択された行を削除します

＜項目＞
 ①課題選択 要因構成を作成します課題を選択します
 ②要因（親） 要因構成の親要因を選択します
 ③要因（子） 親要因に紐づく子要因を設定します

要因は「要因一覧」から選択します
 ④要因一覧 要因登録されている要因を表示します
 ⑤要因構成 選択された課題の要因構成を表示します

 （次頁参照）

＊注意＊　要因を削除した場合は、その要因に紐づけられた子要因も削除します
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右の「要因構成」のタブをクリックすると、親と子のそれぞれ紐付けられた要因
のリストが表示されます。
＋　をクリックすると、その要因に紐付けられた要因が下に表示され、
－　をクリックするとこの表示は隠れます
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一対比較

＜機能概要＞
まず　評価する課題の評価者を指定します
従って、複数の評価者で行う場合は、別のPCか順にこの指定をしてから
評価を行ってください

【ボタン】
 ①開始 選択された評価対象課題を指定した評価者で

一対比較を行います。一対比較の画面に切り替わります
 ②終了 一対比較を終了します

＜項目＞
 ①評価対象課題一対比較を行う課題を選択します
 ②評価者 選択された課題に対して評価を行う

評価者を選択します
 ③評価日付 評価日を設定します
 ④比較回数 選択された課題が何回目の比較かが

表示されます
＊注意＊ 複数回目の実行の場合は、４頁の「比較回数」の

数字を変更してから実行して下さい
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一対比較（比較値設定）

＜機能概要＞
 選択された目的要因の要因どうしの比較値を設定します
 比較値は、「９、８、７、６、５、４、３、２、１、1/2、1/3、
 1/4、1/5、1/6、1/7、1/8、1/9」の何れかを選択します

【ボタン】
 ①評価開始 目的要因に対する比較元要因（横方向）、比較先要因（縦方向

を表示します
 ②評価終了 選択入力されたデーターをDBに登録します
 ③終了 一対比較（比較値設定）を終了します

＜項目＞
 ①評価対象課題一対比較を行う課題を表示します
 ②評価者 評価者を表示します
 ③評価日付 評価日を表示します
 ④目的要因 比較を行う要因の親要因を目的要因

として選択します
 ⑤比較元要因 横方向の項目、この要因の観点から見て縦方向の要因と比

て、数値を選択します
    比較先要因 縦方向の項目です

比較値の入力方法は次に説明します
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＜比較値の設定＞
  ①比較対象のセルを選択し、ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、表示された
     コンボリストから比較値を選択し設定します

   ②コンボリストが表示されるのは、’－’の右、右上部分です
　　左、左下の部分は反対数字が自動的に入力されます
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評価計算

＜機能概要＞
 選択された課題と評価者の一対比較データを基に
 AHP計算処理を実行して出力します

【ボタン】
 ①評価計算 AHP計算処理を実行します
 ②終了 評価計算を終了します
 ③印刷 サンプルでは固定です。

パソコン、LANに接続の通常使用するプリンタへ
出力します。

＜項目＞
 ①課題 AHP計算の対象となる課題を選択します
 ②比較回数 課題の比較回数が表示されます
 ③評価者 選択された課題の課題評価者を表示します

対象の評価者を選択します

この評価計算で、「評価の見直しのお願い」が出力された場合
指摘してある要因毎に再度評価を実行して下さい
その場合、比較回数を変更する必要がありますから、「課題構成登録」（４頁）
に戻って、「比較回数」を入力してから、「一対比較」を実行します
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個人結果

＜機能概要＞
 選択された課題と評価者の評価計算結果を出力します

【ボタン】
 ①個人結果 個人結果処理を実行します
 ②終了 個人結果処理を終了します
 ③印刷 サンプルでは固定です。

パソコン、LANに接続の通常使用するプリンタへ
出力します。

＜項目＞
 ①課題 評価計算結果印刷の対象となる課題を選択します
 ②比較回数 課題の比較回数が表示されます
 ③評価者 選択された課題の課題評価者を表示します

対象の評価者を選択します

出力された内容には、要因ごとの設定した数値がマトリックスで
表示されます
内容を再確認するといいでしょう
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分析出力

＜機能概要＞
 選択された課題の分析結果を印刷します

【ボタン】
 ①分析出力 分析出力処理を実行します
 ②終了 分析出力処理を終了します
 ③印刷 サンプルでは固定です。

パソコン、LANに接続の通常使用するプリンタへ
出力します。

＜項目＞
 ①課題 分析結果印刷の対象となる課題を選択します
 ②比較回数 課題の比較回数が表示されます

ここで出力される書類は、比較した要因を最小値１から最大値７までの
範囲で、どの箇所にどれだけの評価者が分布しているかが判ります
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報告作成

＜機能概要＞
 選択された課題、評価者の評価計算結果を評価者への
 報告として印刷します

【ボタン】
 ①報告作成 報告作成処理を実行します
 ②終了 報告作成処理を終了します
 ③印刷 サンプルでは固定です。

パソコン、LANに接続の通常使用するプリンタへ
出力します。

＜項目＞
 ①課題 評価計算結果印刷の対象となる課題を選択します
 ②比較回数 課題の比較回数が表示されます
 ③評価者 選択された課題の課題評価者を表示します

対象の評価者を選択します

ここで出力される書類は、個人結果と評価者全員の結果を比較した形で
要因毎に示されます
つまり、あなたの評価結果と他の方の結果を検討して、必要があれば再度
一対比較をして下さい
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最終結果

＜機能概要＞
 評価計算の結果で、最終的決定の参考となる様に、各要因の係数が計算され
 CSVファイルとして出力します

出力されたファイルは　demoﾌｫﾙﾀﾞｰの中の　fileﾌｫﾙﾀﾞｰに格納されます

【ボタン】
 ①最終結果 最終結果処理を実行します
 ②終了 最終結果処理を終了します

＜項目＞
 ①課題 分析結果印刷の対象となる課題を選択します
 ②比較回数 課題の比較回数が表示されます
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